運転を開始するとき . 7 

運転を停止するとき . 7 

設定温度を上げるとき•下げるとき . 8 

チャイルド□ックを使用するとき . 8 

運転を延長-継続するとさ . 9 

現在時刻を舍わせるとき . 9 

タイ 7- 運転を使巧するとさ . 10 


曰雷の点検-手入れのしかた . 11 

保管(長期間使巧しないとぎ） • 廃棄のしかた…12 
な障-異常の見分けかたと赃置のしかた……12 

部品交換とごを文のしかた . 14 

定期点検のおすすめ . 14 

仕様 . 14 

保証とアフターサービス . 裏表紙 


A 危険 


A 警告 



© 

換気必要 

1 時間に 1 〜 2 回 


(寝るとぎ消义] 

ガソリン使用禁止 


f スプレー 生厳禁] 

使用燃料：な油 
KEROSENE 
ONLY 


么注意 

を質した持ち越しのミ由 
使用厳禁 


©齒《« 



エフタブリユー エス 

FW-255S 



保証書別添付 

お買い上げいただぎ、まことにありびとラ 
ございます。 

お使いになる前に必すこの取扱説お書を 
お読みになり、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、ご使用になる方 
びいつでを取り出せる場所に、保証書と 
巧に大切に保管しでください。 


使用方法 


点巧•その他 






































































0(1)00® f 綱請&恩觀 


このマークは、必ず実行しでいた 
だく r 指示 J を表しでいます。 

A 

A 危険 (DANGER) 

ガソリ V 伊用** ± 

ガソリンなど揮発性の高いミ由は絶巧に使巧しないでください。 

义災の原因になります。 


么 警告 (WARNING) 



スプレー巧厳禁 

スプレー生や力たツトこんろ巧ボンベな 
どを温風のあたるところに放置しないで 
ください。 

熱で击の圧力び上がり、爆発し、危険です。 



換気化要 

換気せすに使巧を続けないでください。 
酸素が不足すると不完全燃焼し、一酸化质 
素などび発をしで中毒になるおそれびあ 
ります。また、乳の巧や呼吸器疾患などの 
方は、体調不良になるおそれか'あります。 
窓の凍結、地下室など換気び十分に巧え 
ない場巧では使巧しないでください。 



巧類のを燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでください。 
巧類び落下しで义びつさ、义災の原因に 
なります。 




温風巧化□をふさびない 

巧類、紙などで温風吹お□や燃焼•温風 
空気取入 □ をふさびないでください。 
また、ストーフカ'-ドをご使巧のときは、 
囲いに干し物を掛けたりしないでくだ 
さい。 

異常燃焼や义災の原因になります。 


0 



寝るとを消义 

寝るとさや外化するとさは、必す消义 
しでください。 

ず想しない事故びおちするおそれびあ 
ります。 



可燃性ガス巧。厳禁 

フアンヒーターを使届しでいる部屋で、巧 
燃性ガスび発ちするをの(ベンジン、シン 
ナー)、スプレーを使巧しないでくださし、。 
义災や故障の原因になります。 



么注意に AUTION) 


力ーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちののそばなどで 
は使巧しないでください。 

义災びお生するおそれびあります。 



可燃物との距離を離す 

図に示すフアンヒーター 
の周囲には可燃物を置か 
ないでください。 

义災の原因になります。 

(化平でな夫な床面に設置） 



15 cm 政上 
1 m な上 



15 cm が上 



巧の場所ではほ用しない 

乂災やそ想しない事なの原因になります。 

〇化平でなし、場巧、不安定な場所、振動の激しい場所 
〇不ま定な物をのせた棚などの下 
〇風のあたる場所、部屋の化入□、屋列' 

〇人のいない場所、人が'あたたまる目的な外での場所(温室、 
飼育室など） 

〇可燃性ガスの発ちする場所またはたまる場所 
〇窓の凍結などのため、換気が'十分に行えない場所 
〇暖炉や押し入れなど、フアンヒーターび囲われる場所 
〇ほこり-湿気-を属粉のをい場所 
〇標高1,000 m な上の高地 
〇直射曰化のあたる場所 

〇理’美客院、クリーニング店、はんだ巧け作業巧、メツキ’ 
塗装工場などスプレーや化掌薬品を使ラ場所 


ま全のために16^ずお守り<ださい 

この取扱説明書にある項目は、ちちの程度によって巧の3段階に区分しでいます。 


A 危険 

この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人が'死 C 、 重傷を負ラ危険、または 
乂災のを険び差しをっで生じることび想定される内容を示しでいます。 

A 警告 

この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人び死じ重傷を負うな能性、または 
乂災のな能性び想定される内容を示しでいます。 

A 注意 

この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人が'傷害を負ラな能性や物的損害 
の発生び想定される内容を示しでいます。 


本文かの7-クは、巧の意味を表します。 


ごほ用前 まをのために必ずお守りください 
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A 注意に AUTION) 


0 


シリコーン配合商品をほ用しない 

フアンヒーターを使店しでいる部屋や隣接する部屋 I 
では、シ I 」コーン配合商品を使店しないでください。 

異萬燃焼のおそれや着乂=ス、違中消义、換気サイン点滅 
の原因になります。また、シリコーン配合商品が'原因で 
修理を依頼されたとさは、 f 呆記期間中でをな記の巧象外 
となり丰す 

シリコーン配合商品とは、化粧品類(ヘアトリートメント、 
枝毛コート剤などのへアクア製品、な湿巧クリームなど)、 
家具などのつや化し剤、防水スプレーなどです。 


移動するとをのま意 

フアンヒーターを移動するときは、义を消 
しでカートリッジタンクを取り化し、傾け 
ないよラに静かに運んでください。 

なミ由びこぼれると乂災の原因になります。 


〇 



孤 


異常時使用禁止 

臭い、すすのおち、炎の色など異常を 
感じたとさは使巧しないでください。 
異常燃烧のおそれびあります。 



運搬するとをのま意 

フアンヒーターを運搬するときは、力ートリツジ 
タンク-ミ由受皿巧のな';由を巧いでください。 

運搬の途中でな;'由びこぼれで周囲を;'弓すおそれびあります。 


〇 


電源ブラグは確実に是し込む 

電源プラヴはコンじントに根元まで確実 
に差し込み、傷んだプラブやゆるんだ 
コン t ントは使巧しないでください。 
乂災の原因になります。 

めれたまでの抜ぎ差しはしないでください。 
感電の原因になります。 


〇 



電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、重い物 
をのせないでください。また、高温部に巧 
ブ(ガこり、束ねたまま使巧しないでくださし、。 
電源プラヴを巧くときは、コードを持って 
弓 I き巧かないでください。 

义災や感電の原因になります。 



フアンフイルターは化ずほ用 

フアンフィルターを取り外した状態で 
使巧しないでください。 

巧部にほこりが'たまり、異常燃焼の原因 
になります。 


0 


ly 




本な:巧に指や異物を入れない 

温風吹お□や燃焼 • 温風空気取入 □ 

に指や可燃物-針をなどの異物を 
入れないでください。 

けが'ややけどを負ったり、义災-感電の原因になります。 



温風に直接あた6ない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

特にお寺様や、病気のちなどびご使巧 
のとさはを意しでください。 

ほ温やけどや脱水症状になるおそれが'あります, 



高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は温風吹化□に 
まなど觸れないでください。 
やけどのおそれびあります。 



巧質な油使用禁止 

変質な;由(持ち越したな';由など)、不純な';由(な';由な 
外の';由•水-ごみび混入したな';由など)を使巧しな 
いでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 


0 


給油時消义 

义災のおそれびありますので、給;'由 
は必ず消义し、义の気のないところ户肖乂しでか- 
で巧なつでください。 ^ら給油しで. 


油漏れ確認 

□をは確実に閉めでください。 

□をを下にしで;'由漏れびなしにとを確か 
めでください。 

□ををおめに閉めたりすると簡単に□を 
び外れで、义災のおそれびあります。 


〇 



0 屬れを確認 


|^：：：：& 


ほこ0の除去 

フアンフイルターは週に1回な上必ず 
掃除しでください。 

ごみ、ほこりなどび付着すると異常 
燃焼のおそれびあります。 



分解修理-改造の禁止 

故障-破損したら、使巧しないで 
ください。また、お客様白身によ 
る修理や改造、分解はしないでく 
ださい。不完をな修理や改造は危 
険です。 



電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり 
やを属物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良 
になり、乂災の原因になります。 



長期巧ほ用しないとをは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いでく 
ださい。 

义災やず想しない事故の原因になります。 


运 


保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとさや、 f 呆管するとさ 
は、必ず力ートリツジタンク-ミ由受皿の 
のな';由を巧さ、傾けたり横倒しの状態で f 呆管 
しないでください。义災のおそれが'あります。 




廃棄するとを 

フアンヒーターを廃棄処分するときは、必すカート' 

リッジタンク.ミ由受皿ののな';由を市販の給ミ由ポンプ 
などで巧いでください。なミ由が'入ったまま廃棄すると、リサ 
イクルの際、思わめ事故になるおそれびあります。匹肩り 


〇 


ごほ用前 まをのために必ずお守りください 


—と— 


































































































































各部のなまス 


か観 


前面 J 




温風吹出 □ 



操作部 


表示部 / 


炎お認窓 


1 7ベ-ジ〉 



燃焼•温風空気取入 □ 


感 

フ アンフイルター 

[11 ベ-め 


111~12ページ 


0運転中高温になる部分(ごミ主意 < ださい） 
@点検-ま入れび必要な部分 


水平に倒しでお使いください。 

カーテンなどで燃焼' 温風空気取入□び 
ふさびれるのを防ぎます。 


@電源コード 

[ T 2^ 

@電源プラグ 

如-か 


操作部-表示部 


r 操た部） 

ひかえめボタン垣互を^ 
ひかえめランプ®^ 

运ベ-か 


表示の換ボタン I 9~10ベ-め 

消真ランプ®に互を 


タイマーランプ®面をを 
タイマーボタン面をを 
チャイルド□ツクボタンち石み 

r 表示部^ 

現を時刻表示 
時計合せ表示 



X 表示部は説明のため、すべで表示した状態です。 
.. 使店中に、すべで表示することはありません。 

給'油 モニター [ 6 ^ 

予告ランプ® 

豁由ランプ趣） 


設定混度室の温度 

S 0000 

醫〇000 

温度/時刻調節 



運転ランプ 娜 I 7ベ-め「10ベ--：/〉 

運転入/のスイッチ 


「7ベ-'ン〉110ベ-ジ〉 

運起延長ランプ趣)国 互を 
運起延長ボタン回 石み 


温度/時刻調節ボタン18~10ベ--々 


「9ぺ-ジ> - 

1_9ベ-ジ〉 


タイマー合せ表示がぺ-り 


立 


mm 

時計合せ 
巧-が 


E 5 H 


B888 


匠ヤイが□リク I 


チャイルド□ツクサイン田石み 


表示部の説明 


フイルター換気 


^設定•室内温度表示 

I ク〜 S ぺージノ 

{ 9 M > X パックライトは巧いでいません。 

^エラー表示因だり茂示部び巧るくならないタイプです) 
’換気サイン I 。ベ-ジ〉 


表示切換ボタンを1 回押すごとに、■/ 
7 現在時刻表示国互を 

設定温度室の活度 


フィルターサイン I 。ペ-ジ〉 

-メ□ディーと電子音ののり換えかた一 

「お;'由の合図 j と「燃焼残り時間のお知ら 
せ"ま、メ□ディーでお知らせします。 
(メ □デイーはそれぞれ異なります） 


4 の順で表示びのり換わります。 

2 


，っ n っ„1※現在時刻を合わせ . 

孔リ日 I 幽ぃ掉也：:） 


時計台せ表示国互を 

設定湿度まのを度 


[----〕になります。 


4 




温度表示 18ベ-ジ〉 (運転中のみ） 

おを温度室の湿度 


3 


唯0:刮 


タイマー台せ表示 110ベ-'々 

設定湿度室の温度 


ぶ!お 


〇夺护5:3日 


運転中 
I 醜延長 J 



メ ロディ、一 


拿垣) 


班ユな 

戸す曰 

ピリポジピ雨む 


'ピッピッ;''''つ 

約 5 秒間巧す 夕それぞれ切り換わります。, 

工場出荷時や電源プラヴをコンじント 
から巧いたり、停電したときは、メ〇 
デイーになります。 


ごほ用前 各部のなまえ 
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使用する場所 


効果的に ffi 用するために 


〇外気に接する窓の下や壁側に設置する 


〇温風の循環を巧げない 






〇熱に弱い巧質の巧面(カーペット、木質な、置など)で長時間使巧すると、変色•ひび割れ- 
そり返りなどび発生することびあります。 

また、ほこりやたばこの煙などで変色することちあります。保護のため、マットなどを敷い 
で使田しでください。 

〇移動するときは弓 I きすらないでください。カーペット、巧面、置に傷をつけるおそれびあ 
ります。 



巧用前の準備 


フアンヒーターの取り出し 


包装箱から媛衝巧などを取り陈き、フアンヒーターを取り出す 




>工場で燃焼検査を巧なつでいるため、ミ由受皿内にな'油 
びか 量 残り、な'油真を感じることびありますび、異常 
ではありません。 


お巧0< ださい 


〇 


〇包装箱と緩衝巧は保管時に必要となりますので、大切 
に保管しでください。 


運面開始前の準備とお認 


7 水平な場所に設置する 

〇フアンヒーターが'傾いた状態では使巧しないでください。 
給';由ランプが'誤動作によつで点滅したり、ず想しない事故 
び発ちするおそれびあります。 

2 電源プラグをコンじント(100 V )に差し込む 




お巧0< ださい 


〇家庭田電源ながでは使用しないでください。 

異甫燃焼や予想しない事故の原因になります。 

0 20 0 V 電源には絶巧に差し込まないでくださし 、。 i 
乂災、感電、故障の原因になります。 

〇タコ足配線はしないでください。 

乂災の原因にな0ます。 



ごほ用前 使用ずる場所•使用前の華備 
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■変質のミ由 

〇昨シーブンより持ち越したをの 
〇高温の場所で長期間な管したをの 
〇曰化のあたる場所で長期間保管したちの 
〇乳白色のポリ容器で保管しでいたちの 
〇容器のふたび開けであったをの 

■不純なミ由 

〇な;'由な外の;'由(ガソリン、シンナー、天ぷらミ由、 
機械';由、重';由、軽';由、な;'由添加剤など)びほんの 
かしでち混入したちの 

〇水やごみ、ドラムちのさびなどび混入したをの 
〇なミ由水巧剤や助燃剤を添加したちの 


変質灯';由や不純灯';をを 
使用したとさの症状 


万一変質なミ由や不純なミ由を 
使用したとさの処置方法 

〇臭いび強くなる。 

〇黄色いおび混じる。|7ペ-み 
〇乂力び上びらない。 

〇消义しにくし、。 

〇着义しにくし、。 

〇給ミ由ランプび点滅する。 

〇違中消义する05日?, i 5 のぶの。 

0 

〇なミ由を巧さ、されいなな';由でカートリツジタンクや';由受 
皿巧、ミ由フィルターを洗つでからご使巧ください。 

|11~12ベ-め 

〇着义-消义を己回程度繰り返しでください。 

(かし臭いびしますので、換気を十分に行なつでください） 

〇それでち直らないときは修理び必要となります。 
お買い上げの販売店にご相談ください。 お 表組> 


〇変質な';由、不純な';由が'原因で修理を依頼されたとさは、保証期間中でち保証の巧象がとなります。 


変質灯油の見分けかた 


水よりみしでち色が'ついでい 
たり、すっぱい臭いのするち 
のは変質なミ由です。 


な;'由な外の 
ミ由’水•ごみを 
入れないで！！ 


白い紙 



使用前の準備 



燃料は必すのミ由 （J I S 1 音のミ由)を使用しでください 

ガソリン、変質なミ由、不純な';由は、絶巧に使巧しないでください。 

異常燃烧や故障の原因になります。 

(な'油を購入されるときは、 SQ マークを表示しでいる販売店で購入されることをおすすめします） 


灯进とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけで、义の気のないところで息を吹きかけでくだ 
さし、。 


■正しい0ミ由の保管方法 

〇乂気、雨水、ごみ、高温、直射曰化を避けた場所に f 呆管しでください。 
〇容器のふたをしっかり閉めでください。 

〇容器は必すロミ由専巧のちのを使届しでください。 

(乳白色の客器で保管したな;'由は変質しやすくなります） 

〇ホームタンクやドラムちを使巧しでいるときは、巧に数回、水抜きを 
行なつでください。 

〇な';由は翌シーブンに持ち越さないでください。 




良い例 


悪い例 


変質のミを-不純巧';をとは 


ごほ用前 使用前の華備 
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給油のしかた 


給ミ由は必す消义し、义の気のないところで巧なってください 


2 


カートリッジタンクを取り出す 
□をを外す 

〇外した□をにごみ、糸くす、ほこりなどな着しな 
いよラに'ま意しでください。また、ぶ;つけたり落 
としたりしないよラ取り扱いにを意しでください。 
〇 □をの外側を持って回すとまび;弓れにくく、外し 
やすくなります。 

-□をび外しにくいとき-^ 


4 □をを確実に閉める 

〇□をを閉めたあと、下図のよラに刹め上から見で 
タンクのホい線が'見えないことを確認しでくださ 


ホい線 


下図のよラに、□を外側のの部に指を弓 I つ掛けで 
矢印の方向に回すと、簡単に□をび外せます。 

凹部 




3 


給ミ由する 

〇ミ由量計の上端を超えないよラおミ由し、口';由をあふ 
れさせたり、こぼしたりしないよラに';主意しでく 
ださい。 

〇こぼれたな';由は完をに/をさ取つでください。 




1必す义の気のないところで□をを 
下にしでミ由漏れびないことを確認 
しでください。 

※漏れでいるとさは、□をを交換 
しでください。巧をり 




〇 


□を 



ミ 由量計 

上端を超え 
ないよラに 
系含';由する。 


5 力ートリツジタンクを忆ツトする 

〇力—トリツジ タンクを じツト したあと、フアン ヒー 
ターをゆすったりすると、 □ をの外側びな';由でめ 
れることびあります。 


お巧0< ださい 


〇力ートリツジタンクと'油フイルターは、機種により異 
なります。専用のちのをご使用ください。 

〇給';由時、□をを/ぶつけないよラ、取り扱いに注意しでく 
ださい。□をび変おすると、'油漏れのおそれやな油び出 
なくなり、給'油ランプび点滅することびあります。巧巧> 


給油の合図 


一給ミを2段階サイン- 

〇系含ミ由の合図を2回に分けでメ□デイ、一とランプの点滅でお知らせしますので、まび離せないときを宗裕をちつで 
お;'由び巧えます。 


(メ□デイーお知らせを電寺音に切り換えるには 


〈3ベ-ジ I ) 


1回目のお巧らせ 

〇力ートリツジタンクのなミ由びなくなると、予告ランプびゆっくり 
と点滅し、メ□デイーび鳴ります。 

2回目のお知らせ 

〇ミ由受皿のな';由び残りみなくなると、給';由ランプび速く点滅し、 
メ□デイーび鳴って义力びルさくなります。 

-2回目は速いメ□デイーでお知らせします。 

-設定温度びのときは、大义力で燃焼します。 

白動消义 

〇そのまま使届を続けると、ミ由受皿のな;'由びなくなり、'て 03" を 
表示しで自動'消义します。使巧状況などにより2回目のお知らせ 
と同時に'消义することが'あります。 

〇給;'由を行い、運転入/のスイッチを巧すと、運転を開始します。 


給油户 


殘 -@ 

総由り 

約25〜50分 

給油 
モニター 
をき 〇 




V 

設定温度まの湿度 


約35〜45分 

設定温度び"のときは、、 
1回目のおがらせから約30分;) 



E の 


給ミ田户 
モニター 
予告〇 
給油〇 


※燃焼時間は乂力によって異なります。 


〇給油2段階サイン中に電源プラヴをコンむントから巧いたり停電したときは、巧回運転時は2回目のお知らせ 
からとなります。また、燃焼時間は前回の使南状況により異なります。 
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ごほ用前 使用前の華備 


































































































運面を開始ずるとを 



運輯ラン3 


運転入/切スイッブ 


運馬入/切スイッチを巧し、運転を開始します 
運転停止中に 



設巧湿度室の温度 




〇運転ランプび点なします。 

〇設定温度と室内温度を表示します。 

. 室内温度は、 I でから表示し、日でな下の 
ときは Lo を表示します。 

r 炎確認窓から炎の状態を確認する） 

-〇正常燃焼 -異常燃焼 


着义動作時数砂間、消真ランプ®び点滅し、設定 
温度と室の温度により自動的に燃焼量を変え運転し 
ます。 



in 


日青い炎で燃焼する。 

〇パーナの網びホくなつ 
でいでを、炎の中に黄 
=色い炎び現れなければ 
異常ではありません。 




>炎の中に常に黄色 
い炎び現れる。 




処置を巧なつでください。因豆> 


〇ネリめでお使いになるとさは、 
防鐘'油や耐熱塗料が'焼け、 
オレンジ色の炎や煙、真い 
び出ることびあります。 

1時間ほどでおさまります 
ので、部屋の換気をしなび 
らご使巧ください。 


運おを停止するとを 


運輯入/切スイッチを巧し、運転を停止します 
運転中に 



'運転， 

\^\を巧す 


ミ肖臭 

劈-今 


I 


〇運転ランプび消なし、消真ランプ® 
び点滅します。 


約8秒間、消臭ランプ®び点滅後 
消乂します。 

必す义び消えたことを確認しでください。 


〇1 


お巧0< ださい 


〇消乂は必す運転入/のスイッチで巧なっでください。 

また、運転停止後3分間は、本体内をちやすためフアンび回っていますので、電源プラヴをコン它ントから抜か 
ないでください。電源プラグを巧いでミ肖义したり、ミ肖乂後すぐに電源プラグを巧くと、故障の原因になります。 


一消臭機能- 

着义するときや消义するときに発生する臭いの原因となる未燃ガスの発ちを抑える機能です。 
消臭機能び動作しでいるとき、消真ランプ®び点滅しでお知らせします。 


ミ肖臭 

替- 


着乂するとき 


消乂するとき 


>運転入/のスイッチを押すと、 
着义動作時数秒間、未燃ガス 
の発ちを抑えでいます。 


>運転入/のスイッチを巧すと、約8秒間、未燃刀スを燃焼させでから消义します。 
>運転入/のスイッチを巧しでから、約8砂をに「カタン」といラ電磁丹び閉じる 
音びしますび、異常ではありません。 

また、異常停止や短時間での運転では消臭機能は動作しません。 


約40妙後に着乂します。 








運弦を開始ずるとさ•運弦を停止ずるとぎ 


使用方法 
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設定溫度を上げるとを-下げるとを 

温度/時刻調節ボタンを巧し、設定温度を調節します 

〇室内温度を目まに設定温度を調節しでください。 

〇設定温度は I ?〜並での範囲と、1_〇(常にル义力)、卜 M 常に大义力)に調節できます。 


>現在時刻表示にしでいるときは、表示切換ボタンを押し温度表示にしでから調節しでください。 


广設定温度を上げるとさ） 

運転中に 



なに吟 gg ] 皆面3 

を巧す 


0設定温度を下げるとさ： ) 

運転中に r：r 


1回押すごとに1ですつ上びります。 

ひかえめ運転- 


皆い山™な己 g な 

を巧す 

1回押すごとに1ですつ下びります。 


フアンヒーターびお部屋の暖まり具含を自動的に判断し、身体に感じる温度を変えることなく、燃焼量を抑え運輯します。 


ひかえめ運転にするとき 



〇ひかえめランプび 

点なします。 


を巧す 


ひかえめ運転をお除するとさ . 

ひかえめ運転中に 



〇ひかえめランプび 

'消なします。 


を巧す 


ES^ 


段を温度室のお度 


〇狭い部屋や断熱のよい部屋で使巧したり、秋□-春先などが気温が'比較的高いとさに、室内温度 I -in -jr 

び上がり過ぎでしまラことびあります。そのときでも燃焼を続けでいますので、あついと感じた CUC 0 

ときは運転を停止しでください。 I - 


〇室内温度の表示は、室内平巧温度の目まです。設置方るなどにより必ずしち寒暖計の温度とは一致しないこと 
びあります。 

〇電源プラグをコン它ントから巧いたり、停電したときは、設定温度が偶除されます。再度、調節しでくださし、。 


チャイルドロックを巧用ずるとま 


チャイルド□ツクをセツトする 


ルさなお子さまのいたすらや、運転誤操作を防止したいとさにお使いください。 

チャイルドロックボタンを巧し、じットします 

運転中、運転停止中のどちらでちじットでさます。 


設定温度室の温度 



チャイルド□ック 



約3秒間巧す 


咬 




匠 wir 阳 551 


>チャイルド□ツクサイン 

を表示します。 


〇電源プラグをコン它ントからない 
たり、停電したときは、チヤイル 
ド□ツクが偶除されます。 

再度、它ツトしでください。 


〇1転中のとさ 


〔運転停止中のとぎ 


運転を停をでさる 
を巧す 

I 再度、運転を開始するときは、チヤ 
イルド□ツクを辭除しでください。 



運転を延長でぎる 



1 チャイルド□ックの解除な外は、 
操作びできなくなります。 


チヤイルド□ツクを解除する 


チヤイルド□ツクボタンを巧し、賴除します （運転中、運転停止中のどちらでち解除できます） 

設定温度室の温度 

〇チャイルド□ツクサインが消えます。 


チャイルド□ック 



約3秒間巧す 


皆巧但 


設定温度を上げるとき•下げるとき•チャイルド□ツクを使用ずるとき 使用方法 
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運面を延長-継続ずるとを 


タイ7—ランプ 

タイ7—ボタン 



運転ランプ 


運輯入/切)スイッチ 

運転延長ランプ 

II 乾延長ボタン 


消し忘れによる巧一の事なを防ぐため、運転開始後、3時間で自動消义します 
r 燃焼残り時間をお知らせするとき ) 

3時間で自動ミ肖义する前に、運転延長ランプとメ □デイ^でお知らせします。 

(メ□デイーお知らせを電寺音に切り換えるには- 

自動消 jAi 後(運転開始から3時間経過） 


一自動消乂10分前一 

慶 ) 5 禪苗 sr 

み 


り 


巧べ--ン 1 ) 

自動消乂5分前 


運転延長ランプ点滅 

メ □デイーが'鳴る 


お 


〇 




運転延長ランプ点灯 
メ □デイーび鳴り、自動消义 


お 


广自動消乂せすに運転を継続するとき） 

運転中に 



を巧す 


>運転延長ボタンは、燃焼残り時間のお知らせを行なったときに限らす、 
運転延長ボタンを巧したときから、さらに3時間運転を継続します。 


お巧0< ださい 


〇継続しで長時間運転するとさは、お部屋の換気に十分を意しでください。ク互^ 

〇寝るとさやが出するとさは、消し忘れ消乂装置には頼らす、必す運転入/のスイッチで消乂しでください。 
予想しない事故び発生するおそれびあります。 


現在時刻を合わせるとを 


タイマー運転を使巧するときは、現在時刻を合わせでください 

現在時刻合わせは、運転中、運転停止中のどちらでち行えます。 

( 現在時刻を午後8時30分に含わせるとき） 

7時計合せ表示にする<1互 E 3 現在時刻表示にする 



を巧す 


設定温度^巧温度 


如日 


十 



を巧す 


設定湿度室の温ま 


2 


11度、現在時刻を合わせると、時計表示は点なし 
ます。 


〇現在時刻表示になるまで、表示切換ボタンを 
押しでください。 


現を時刻を合わせる 

胃または r +^ 

I \ を巧す 


設定活度室巧湿度 


- '麻を 


狐日 


〇時計は 江’日 G から 巧.’巧 を表示します。 

圧3を押すと1分進み、 C 3 を押すと1分戻ります。 
C 3 または皮5をしばらく巧し続けると10分単位で 
早送りびできます。 


運弦を延長•継続ずるとき•現在時刻を含わせるとき 使用方法 
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タイマー運面を使用するとを 


タイマー運面開始時刻をセツトする 


タイマー運転を使用するときは、タイマー運転開始時刻を合わせでください 

現在時刻合わせ、タイ7—運転開始時刻含わせは運転中、運転停止中のどちらでち巧えます。 

しタイマー運転開始時刻を午前6時30分にするとき） 


現在時刻び合わせであることを確認する 

お定湿度室の湿度 



を巧す 


rv けこ i し 1 


2 


〇現在時刻を合わせないとタイマー運転はできません。 
〇現在時刻の合わせかたは、9ページを参照しでくだ 
さい。 

タイマー合せ表示にする <3ベ --: /‘I 

. 設定温度^巧温度 



を巧す 


削日 


十 


3 


11度、タイマー運転開始時刻を合わせると、時計 
表示は点なします。 


タイマー運転開始時刻を合わせる 

設を温度室巧温度 

または 


K-briij 


を巧す 

〇時計は 江‘日日から巧:巧 を表示します。 

狂5を巧すと1分進み、 C 己を巧すと1分戻ります。 
C 3 または狂^をしばらく押し続けると10分単位で 
早送りびできます。 


4 運転状態にする 

〇運転中は、運転入/のスイッチを押す必要はあり 
ません。 

r の方 〇運転5ンプび点》 L ます。 

姑竣を 巧す 

5 タイマー運転待機中にする 


〇運転ランプび消灯し、タイ 
マーランプび点なすると、 
を巧す t ットび完3します。 


I タイ7— 運転を t ツトしでから運転入/だ)スイツ 
チを押すと、タイマー運転び解除されますので、 
ごを意ください。 

I 1度、タイマー運転開始時刻を含わせると、次回 
からは4、5を行ラだけで同じ時刻に運転び 
開始でさます。 





〇電源プラグをコン它ントから巧いたり、停電したと 
さは、再度、現を時刻を合わせ、タイ7—運転開始 
時刻を它ットしでください。 

〇地震や強い振動、衝撃を受けたことにより安を装置 
び作動したときは、ちラ1度イからじットしでく 
ださい。 


ツトした B ま刻になるとタイマー運面開始 


忆ツトした時刻になると自動的にタイマー運転を開始し、ままのため1時間で自動消乂します。 
自動消乂する前にタイ 7— ランプとメ□デイーでお知らせします。 

(メ □デイーお知らせを電寺音に切り換えるには .- . <^) 

-自動消乂10分前^ ^自動消乂5分前^ -自動消乂後 


起 


タイマーランプ点滅 

メ □ディーが'0鳥る 

_ お J 


〇 




タイマーランプ点滅 

メ □ディーが'0鳥る 

_ お J 


〇 


(タイ7—運転開始から1時間経過） 
タイマーランプ点滅 
メ □デイーび鳴り、自動ミ肖义 

お 


起 


自動消义せすに運転を継続するときは、タイマーボタンを押し、タイ7—運転を解除しでください。 


タイマー運面を解除する 


タイマー運転待機中 


を巧す 



>タイマーランプび 

消灯します。 


タイマー運転中 

O ' 

を巧す 



>タイマーランプび消灯し、 
運転を継続します。 


タイマ—運乾を使用ずるとき 使用方法 


—1。 一 




























































































曰常の点巧-手入れのしかた 


〇点検•ま入れを行ラときは、必す運転を停止させ、本体びおえでから電源プラグをコン它ントから巧き、 
点検•ま入れを行なつでください。また、分おはしないでください。乂災ややけどのおそれびあります。 


ご使用のたびに 


本体の园迈に巧燃物は 
ないか レ^ 


Gii 


ミ由漏れ、ミ由のたまり、ミ由のにじみは本体のごみやほこりをふき取る 

ないか 柔らかい巧でからぶきするか、 

異常びあるときは使届をうすめた中性洗剤をしみ込ま SA 
中止し、お買い上げの，眼せた巧でふし、でくたさい。^ 
売店にご相談ください。 1^^本体をベンジン•シンナーなど 

'1、、でふかないでください。 A 鴨 


週に1回な上は 


フアンフイルターのほこりを取る フアンフイルターのフアンフイルターの 
フアンカバ-フアンフイルタ- 


〇 



\燃焼•温風空気取入 □ ^ 

ちれびひどいときは、ミ先剤などを使つで上のツ7 =を巧し、下のツメをはめで 
浸け置きし、水でない流しでください。ま前に持ち上げる。から上部を巧す。 


フアンカバーからフアンフイルタ 
一を取りがしでおま入れするとさ 
は、フアンフイルターに強い力を 
かけないでください。 

フアンフイルターび破損すること 
びあります。 


力月に1回な上は 


巧震自動消义装置の点検 

燃焼中に本体をゆすり、消义するか確認しでください。 

消义しないときは修理び必要ですので、お買い上げの販売店にご相談ください。 


ミ由受皿内の点検をする 

カートリッジタンクに直接水を混入しなくでち、設置場所 
の温度変化などで結露によりホームタンクやカートリッジ 
タンク巧に水びたまり、ミ由フィルター-ミ由受皿巧に流入す 
るときびあります。水び混入しでいたときは、12ページ 
の2 に従い、水を取り除いでください。 

また、ホームタンクやドラムちを使巧しでいるとさは、を 
に数回、水巧さを行なつでください。 

ミ由フィルターの点検-掃除をする 

な下のま順に従い、点検-掃除を行なつでください。 


I ミ由受皿内にかか 1 
混入すると 


ミ 由フイルターに 
かやごれび 
たまつでいると 


I 給';由ランプの点滅び止まらない 
I 着义=スしたり、異常停止する 
( E 日？、 E 旧) 

> 給';由ランプの点滅び止まらない 


ミ由フイルターを取り出しで確認する 術り出すときは、ロミ由などで床や巧服などをミちさないようを意しでください) 
〇ミ由フイルターにロミ由を入れ、持ち上げる。 



なミ由が'連続的に落ちる。 

(ミ由フィルターにはみ量のなミ由び残ります） 

ク 

正常です。 


なミ由の落ちが'悪い。または全く落ちない。 
畑フイルターにロミ由び多く残っている） 


正常です。 2に従い、掃除しでください。 

2 ミ由フイルターは、きれいな0ミ由ですすぎ洗いし、よく乾燥させる 

由フィルター 〇ミ由フイルターは、されいな巧由ですすぎ洗いし、ごみなどを目30^さ、ホなどで 

-ロミ由をふき取ったあと、日陰に置いでよく乾燥させでください。 

，打';* ミ由フイルターに水分び残っでしと、なミ由び落ちす、が;由ランプび庶威します。 

-洗淨をのな';由の処分は、な';由をお買いホめになった販売店にご巧談 

(/一 - ^-1 ください。洗浄後のな';由を使巧すると故障の原因になります。 


日常の点檢•手入れのしかた 点巧•その他 
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保管（長期剧ま用しないとき） • 廃棄のしかた 


なのま順に従ってフアンヒーターを保管してください 
7 電源コードを束ねる 

2 力ー トリツジタンク-ミ由受皿内の I ロミ由を巧く 

〇ミ由フイルターを取り除き、巿販の給ミ由ポンプなどで、ミ由受皿巧 
のロミ由やごみ、水を巧いでください。 

(紛由ポンプの先を平らにカットすると、巧き取りやすくなります） 


巿販の給巧ポンプ 


ミ 由フイルター\ 


巧ぎ取ったな'庙の処分は、なミ由をお買し、 
巧めになった販売店にご相談くださし、 

ク 適当な容器(約1 L ) 

/プラスチック製の客器を使巧したときは、 
長時間そのまま、放置しないでください。 



別売のスポイトを用意しでいます。スポイトを 
使巧すると、巿版の給';由ポンプで巧けさらなか 
つたな';由び巧さ取りやすくなります。巧をを 

廃棄するとき- 


/スポイト 
/ 173円 

(本体価格165円） 


ゴフアンフイ ルター •'油フイ ルター 
の掃除をする < iM ] 

4本体のちれをふき取る <0固 
5 フアンヒーターを包装箱に入れる 

〇湿気のかない場所にな管しでください。 


〇フアンヒーターを傾けたり、横倒し 
の状態で保管しないでください。 
巧けきれなかったな'油び漏れ、乂災 
のおそれびあります。 

〇カー トリツジタンク. '油受皿內のな 
'油をなかすに保管すると、な';由び変 
質し、故障のおそれか’あります。 

〇 口';由は翌シーズンに持ち越さす、使 
いさるよラにしでください。 


〇フアンヒーターを廃棄処分するときは、各自ミ台体の指示に従ってください。 

〇必すカートリッジタンク-ミ由受皿内のロミ由を市販の給ミ由ポンプなどで巧いでください。ロミ由び入ったまま廃棄する 
と、リサイクルの際、思わめ事故になるおそれびあります。 

〇なミ由の処分は、 ja ミ由をお買い巧めになった販売店にご相談ください。_ 

故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


修理を依頼する前に 


なの症状はな障ではありません。修理を依頼される前にをラ1度ご確認ください。 


_ 症 状 _ 

すぐ着乂しない 

「ジー L 「カタン」と音がする 

初めで使用するときやなミ由びなくなり、再び 

着乂するとき白煙び出る 

初めで使苗するとさオレンジ色の《や煙、 

臭いび出る _ 

炎の色びピンク、またはオレンジ色になる 

炎の色びときどきチラチラとホくなる 
パーナの 網びホくなる 
設定温度を高めに設定しても室内温度び 
上がらない _ 

室内温度び'設定温度より高くなる 

室内温度表示が部屋の寒暖計と一致しない 

運転中や消义直後に「ポコ」、「パキッ j など 

の音びする _ 

運転停止後、約8砂をじ「カタン j と音がする 
本体側面や力ートリッジタンクび熱くなる 


原 因 

〇ず熱時間び約40砂必要です。 

〇給ミ由直をは灯ミ由び送ミ由経路に回るまで時間びかかります。 

2、3回着义動作を繰り返しでください。 _ 

着义するための動作音です。異常ではありません。 _ 

なミ由の気化ガスがパーナに巧分回らないと、このよラな症状が出ることがあ 
りますび、異萬ではありません。 

防鐘ミ由や耐熱塗料が焼けるためです。1時間ほどでおさまりますので、部屋 
の換気をしなびらご使雨ください。 

超音波なの加湿器を使庙すると起こります。 

水に含まれるカルシウム分じよる反応です。 

空気中のほこりび'燃えるためです。 

炎の中に萬に黄色い炎び現れなければ、異常ではありません。 _ 

部屋び'広すぎるとさに起こります。 

狭い部屋や断熱のよい部屋で使用したり、が□-き先など外気温び比較的高 
いときに室内温度び上がり適ぎでしまラことびあります。そのときでち燃焼 
を続けでいますので、あついと感じたときは運おを停止しでください。 

室内温度の表本は、室巧平巧温度の目をです。 

設置ちまなどにより必ずしち暮暖計の温度とは一致しないことびあります。 
金属び'熱により膨張-収縮するためです。 

異萬ではありません。 

消义時の動た音です。異萬ではありません。 

燃焼熱により熱くなりますび、異萬ではありません。 


保管(長巧間使用しないとき)•廃棄のしかた•巧障•異常の見分けかたと処置のしかた 点な•その他 
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故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


異常の原因と処置のしかた 


何らたで)異常で表のよラなエラー表示や症がが'規れたときは、適切な処置を巧なつでください 


表示部(エラー表示)、症が 

C nn 

防 L UU 

C n I 

国 C U I 

国 [ 日!？ 

函 E … 

C rn 

国 C U I 

pnq 

国 C UJ 

\\\ I /// 

m 吸口 

///1 \\\ 

\\'\|/// ' 

BHIICT 

///|\\\ 


運転延長ランプ点な 

_巧べ- 

運転ランプ点滅 
運転延長ラン三点滅 

臣 bE rrsS/Tv 

上記な列のエラー表示 
(侵!]: asF 曲,四 F ud ) 

ボタンを巧しでち 
反応しない 

換気サインの点滅 
び止まらない 


給ミ由ランプの点滅 
び止まらない 


义力び上がらない 

異萬燃焼を起こす 

<7^ 

臭いび強い 
ミ由び漏れでいる 


処置を行なつでち直らないとさ 


_ 原因（まを装置) _ 

曰一時停電したため、白動消'义した。 

〇電源プラグが巧けたため、自動消‘义した。 

(停電安全装置が'作動) _ 

本体を傾けたり、地震(約震度 5 Jaih ) や強い 
振動、衝撃を受けたため、自動消乂した。 

(巧 震 自動消义装置が'が動) _ 

ミ由フィルターやミ由受皿巧に水やごみびたまっ 
たため、着义=スしたり、自動消'义した。 

(点义安全装置が'作動)(燃焼制御装置が'作動） 

室内温度が異萬に高温 (40 でな上)になったため、 
白動消义した (室温異常高温防止装置か’た動)。 

燃焼•温風空気取入□やファンフィルター、 
温風の出□び物でふさがれたり、ほこりび 
たまったため、白動消义した。 

(過熱防止装置が'作動） 

密閉した部屋で使用したとさ、不完を燃焼(部 
匡の空気の異常状態)を防止するため、白動 
消义した (不完を燃焼防止装置が'作動)。 

シリコーン配合商品の使用により、燃焼部にシリ 
コン酸化物び巧着したため、白動消义した。 

燃焼を開始しでから3時間び経過したため、 

白動消乂した (消し忘れ消义装置び作動)。 

運転入/のスイッチび 巧し続けられたため、 

白動消义した。 

修巧 • 点検が'必要な故障です。 

チャイルド□ックが它ットされでいる。 

電源プラヴび抜けでいる。 _ 

部屋の換気び不十分。 

シリコーン配合商品の使庙により、燃焼部に 
シリコン酸化物び付着した。 

巧ミ由びなくなった。 _ 

本体び傾いでいる。 

力ートリッジタンクび変おしでいる。 

力ートリッジタンクび間違っている。 

ミ由フィルターやミ由受皿内に水やごみがたまっ 
でいる。 _ 

給ミ由ランプび点滅しでいる。 

給ミ由ランプび点滅しでいる。 


電源プラヴを確実にコン它ントじ差し込み、運起入/の 
スイッチを巧し直す。 沖べ-ジ1 

水平な場所に設置し、周囲の可燃物、機器の損傷、ミ由の 
あふれなど異常び'ないことを確認したあと、運拉入/の 
乂ィッチを巧し直す。 く 4 ぺ-ジ I 

〇力ートリッジタンクや';由フィルター、ミ由受皿内の水やごみ 
を取り除ぎ、運転入/のスイッチを巧し直す。 クト12ベ-巧 
〇処置を行なってち繰り返しが動するときは使用を中 
止し、お買い上げの販売店じご相談ください。匡表运> 

設置ちまを確かめ、運転入/のスイッチを巧し直す。 

〇燃焼•温風空気取入□やファンフィルター、温画〇夕 
化□の障害物を取り除き、掃除したあと、運転入/の 
スイッチを巧し直す。 

〇処置を行なってち繰り返しが動するときは使用を中 
止し、お買い上げの販売店にご相談ください。屋表遮> 

部屋の空気を入れ替えでから運転入/のスイッチを巧し 
直す(使庙中は必ず1時間に1〜2回換気する)。ぐ!^ 


お買い上げの販売店にご相談ください。 
運転入/のスイツチを巧し直す。 


SS 1> 


表示-操作部周迈の障害物を取り除き、電源プラグを 
コン它ントに差し直しでから 運転入/のスイツ チを巧し 
直す。 

表示内容を控えたあと、電源プラヴをコン它ントから 
巧ぎ、お買い上げの販売店にご相談ください。度養！> 

チャイルド□ツクを瞄除する。 _ <8ベ-'3 

電源プラグをコン它ントに差し込む。 

換気を十分に行ラ(使用中は必ず1時間に1〜2回換気 
する)。 < T ペ-夕 


お買い上げの販売店にご相談ください。 


SS1> 


給;由する。 〈 6ぺ-ジ I 

水平な場所に設置する。 <4^-1 

ミ由フィルターじな;'由びたまっていないときは、力ー ト 
リッジタンクを新しいちのと交換する。 _ Pf 4^ 

本体専巧のカートリッジタンクを使用する。 かづ 

カートリッジタンクやミ由フィルター、ミ由受皿内の水や 
ごみを取り除き、ミ由フィルターは水分をよく乾燥させ 
る。 ク1~12ベ-巧 


給ミ由ランプび点滅しでいる。 _ 給ミ由する。 _ 〈6ぺ-ジ I 

変質ロミ由.不純な油を使巧した。巧巧^ 。留碧置をき、、*5れ辞な望ミを-トリッ えミツゃ I 
_ ' ;由受皿巧、巧フィルターを;先っ。 か~12ベ-列 

変質な油.不純な油を使苗した。<5^。善义換;譜琼麗譽雙環裳 V )臭し、がしますの 

フアンフィルターにほこりがたまった。 フアンフィルターの掃除をする。 _ く"句 

巧質口''由.不神口袖をが田（卜 なミ由を抜さ、きれいななミ由でカートリッジ; タンクや 

た質化田補ル田を便柏しし <5^ ミ由受皿内、ミ由フィルタ-をなう。 <1卜12ベ-ジ I 

なミ由がこぼれたり、漏れでいる。 _体旧をか ihl +、〜い h けの祀。た（-ス祀=火くドーい 

力ートリッジタンクを入れたまま移動した。 使用を中止し、わ貝い上けの販冗店しし相がく 

不純なミ由を使用した。 _ 巧べ-ジ|1 _ _ ■ 

.，，么な P 章び害えられますので、お買い上げの販売店にご相談ください。居责1> 
y 巧障したまま使巧を続けると、予想しない事故か’発生するおそれか’あります。 


使用を中止し、お買い上げの販売店にご相談ください。 

isi > 


故障•異常の見分けかたと処置のしかた 点巧•その他 
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仕様 


部品交換とご注文のしかた 


部品交換が'必要なとさは、お買い上げの販売店、または 
(財)曰本扫巧燃焼機器な守協合で行ラ技術管理講習合惨 
3着(石ミ由機器技術管理±)、または按術講習ミ惨3者 
(点検整備±)のいる販売店などにご依頼ください。 

巧の別売部品は、お買い上げの販売店にご;'主文ください。 
また、インターネットでちご;'主でびできます。屋き遞> 

r 別売部品 


>修理-部品交換は、お客様自身では絶巧に 
巧わないでください。 

けびややけどのおそれびあります。 




その際は、型すの呼び-部品名をはっさりとお伝えください。 


<消耗部品 > 〇この価格は本ファンヒ 

# 1 -夕-巧です。 

/ 力 J タンク 諭潛麵 ： iif 頸: 

スポイト 則タンク)□金イ寸 （タンク)□金 ミ由フィルター つァンフィルター S 公 1 里汽呼咒记占 

173円 3,1日0円 840円 52日円 1,0日0円 戸む尋 kt ); 巧を？ぶ冗店 

L (本体価格165円）（本体価格3,000円）（本体価格800円）（本体価格日00円）（本体価格1,000円リ I しじ'相談くたさい。 

定期点巧のおすずめ 

2シーズンに1回の定期点検(有料)をおすすめします 

長期間ご使巧になりますと機器の点検び必要です。点検を受けないと、ず想しない事故びお生するおそれびあります。 
未然に事故を防止するため、シーブン初めやシーブン終3時にお買い上げの販売店、または修理資格者〔し助)曰本6ミ由 
燃焼機器な守協合 ( TEL 03-3499-2928)〕 で行ラ技術管理講習含惨3者 (6 ミ由機器技術管理±)のいる店などに点検の頼 
されることをおすすめします。 



型式の 呼び 
種 類 

点义 方す 
使 巧 燃 _牲_ 

燃料消費量 S 京 

暖胃 K t 

騒 音 大义力 

(正 面） i ル义力 ' 
ミ由タンク容量 

燃焼継続時間 糸鋪 

桿華適を—~ 

T 本干胜 S ] シクトト 

外 形 ブ る 
(高さ X 幅 X 奥行） 
質 量 

電源電圧及び周波数 
I ■最 大 


FW -255 S 

気化す-強制通気お-強制巧流お 
連続放電点义 
ロミ由 （J IS 1号ロミ由） 

2.已〇 kW (0.243 し/ h ) 

0.68 kW の.066 L / h ) 

2.已〇 kW 
0.68 kW 
33 d 己 
23 d 己 
3.5 L 
14.4 時間 
53.0時間 
11.已 m 2(7 置） 

_ 1已 .0 m 2(9 置) _ 

393 mmx 321 mmx 31 1 mm 
(置台含む） 

約 6. 9 kg 

AC 100 V 50/60 H z 
390/390 W (点火初期に短時間発生） 


定 格 

燃焼時 

81/81 W (大义力時） 

消費電力 

49/49 W (ル义力時） 


待機時 

1.0/1.0 W 

ま 全 

装 置 

停電安全装置、巧震白動消义装置、燃焼制御装置、点义安全装置 
不完全燃焼防止装置、過熱防止装置、消し忘れ消义装置 

その他 

の装置 

室温異常高温防止装置 


愛情点検 


ヴけだ 
ラ上く 
プ3談 
源買相 
電おご 
、、を 
めさ理 
た巧修 
:のら- 

で 聞脯 

故ンに 
一け 事じ店 
やン売。 
:>障 n 販い 
I 故をのさ 


。る 
るあ 
すび 
が障 
。音故 
るなれ 
。す常常 
るび異異 
すいにの 
れ臭中他 
漏い転の 
強運そ 

なはまか 
ん状りん 
こ症あせ 


口 


部品交換とごを交のしかた•定巧点檢のおずずめ•仕様 点な•その他 
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保証とア フター サー ビス 


使用方法•おま入れのしかた•修理のご相談、別売部品の購入などは、お買い上げの販売店にご相談 
ください 



•保証書(別添巧） 

販売店で必要事項を記入しでおミ度ししますので、記入の客をお確かめのラえ、巧客をよくお読みのあと、大切に f 呆管 
しでください。 


•保証期間 

保証期間は、お買い上げ曰から本体3巧間です。なお、消耗部品(ミ由フイルター、フアンフイルター)の取り替えは、 
な記期間中でを有料となります。他にを有料となることびありますので、 f 呆証書をよくお読みください。 


補修用性能部品について 


〇巧修巧'住能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

〇本ファンヒーターの巧修巧'住能部品は、製造巧切り後9をな有しでいます。 



〇「故障-異をの見分けかたと処置のしかた」に従ってお調べ 
ください。 <12~13ぺ-シ1 

〇処置を行なっでち直らないときは、ご使巧を中止し、必す 
電源プラヴをコン它ントから巧いで、お買い上げの販売店 
にご相談ください。 

そのとぎは、ちの事項をご連給ください。 


品 名：ダイ ニ チ ブルー ヒーター 

型すの呼び：本体側面に表示 

お買い上げ曰：保証書に記載 

故障の症状：エラー表示など、でさるだけ詳しく 


•保証期間中 

修理に際しましでは、 f 呆証書をご提示ください。保証書の 
規定に従って、販売店び修理させでいただきます。 

•保証期間び'過ぎているとさ 

修理すれば使巧できるときは、ご希望により有料修理させ 
でいただきます。 

•修理料金 

技術料+部品げ (+ 出張料)などで構成されでいます。 


お守0< ださい 


〇修理などでフアンヒーターを運搬するときは、 
必すカートリツジタンク- '油受皿內のな'油を巧 
いでください。 

運搬の途中でな';由か’こぼれで周困を巧すおそれ 
びあります。 


ご相談,杳、□(使巧ち'る‘おま入れのしかた‘修理のご相談、別売部品の購入など) 


お客様ご相談窓□(通話料無料） 

TEL 0120 -468-1 10 
FAX 01 20-468-220 

<受付時間> 

11月〜1月9:00〜19:00 

(±は〜17:00、曰•祝日-巧末年始は休み） 

2月〜10月9:00〜12:00、13:00〜17:00 
は•曰•祝曰は休み） 

※型式の呼び(本体側面に表示)をごお認のラえ、ご連絡ください。 



ダイニチェ業株すミなにおけるお客様の個人情報のお取り扱いについで 


1. ダイニチェ業株す合な0^下「辭巧」）は、お客様の個人情報をお客様からのご相談への巧脑や修理及びその確認 
などに利巧させでいただき、これらの目的のためにご相談內容の記録を残すことびあります。 

2. 巧の場含を除き、辭外の第=者に個人情報を提供-開示することはありません。 

① 修理やその確認業務を委託する場合 

② まちの定める規定に皇ブく場合 

3. 個人情報に関するご相談は、お問い合わせいただきました窓□にご相談ください。 


必巧ザニ*てまがザ会が 

干 950-1 295新潟巿南区北田か 780-6 
ホームぺージ http://www.dainichi-net.co.jp/ 


FW-255S-2 • 日 0,000 -1 















